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木曽岬町議会だより

（6月5日～10日間開催）

予算の紹介
低所得者支援給付金について
　低所得者の生活支援として、新たに住民税非課税となる世帯と均等割のみ課税となる世
帯に10万円を給付し、その世帯で18歳以下の子ども1人当たり5万円の給付金を支給する
費用が予算に計上されました。

24,461千円

災害時用備蓄物資購入について
　能登半島地震を受け、町備蓄物資の調達目標数の
見直しを行い、必要となる備蓄物資を追加購入する
費用が予算に計上されました。
•携帯トイレ　　　　　　20,000回分 
•トイレットペーパー　　480ロール 
•災害時非常食　　　　　4,000食

4,648千円

町議会議員

町の担当者

見直しを行った備蓄物資調達目
標数の根拠は？

これまで、県の備蓄・調達基本方針に準じ
て、調達目標数は発災から２日分としていま
したが、能登半島地震を受け、３日分に見
直しを行いました。

携帯トイレ 災害時非常食

令和６年能登半島地震の
被害状況

家屋倒壊

輪島朝市火災跡

道路崩壊
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令和6年　第2回定例会

主な補正
こども園空調機器設備更新について
　安全で安心なこども園づくりを推進する
ため、故障した遊戯室の空調機を更新する
費用が予算に計上されました。

12,082千円

保健センター施設整備について
　子ども・健康課の窓口を分かりやすくするための窓口のオープンカウンター整備のほか、
玄関入口の電灯設備や事務所内の照明スイッチの配置変更整備等を実施する費用が予算に
計上されました。

1,147千円

子ども・健康課の窓口
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木曽岬町議会だより

一
般
質
問

一
般
質
問

こ
こ
が

聞
き
た
い

７
名
の
議
員
が
質
問

ペ
ー
ジ
数

10●
木
造
住
宅
の
無
料
診
断
等
に
つ
い
て

６
番
議
席  

伊
藤　

守 

議
員

ペ
ー
ジ
数

11●
５
期
目
立
候
補
に
つ
い
て

９
番
議
席  

伊
藤
好
博 

議
員

ペ
ー
ジ
数

9●
自
主
防
災
組
織
の
育
成
に
つ
い
て

●
災
害
時
に
お
け
る
支
援
窓
口
に
つ
い
て

７
番
議
席  

服
部
芙
二
夫 

議
員

ペ
ー
ジ
数

8●
自
治
体
Ｄ
Ｘ
の
推
進
事
業
に
つ
い
て

３
番
議
席  

鎌
田
鷹
介 

議
員

ペ
ー
ジ
数

5●
木
曽
岬
町
第
６
次
総
合
計
画
が
目
指
す

　

木
曽
岬
町
の
今
後
に
つ
い
て

２
番
議
席  

古
村　

護 

議
員

ペ
ー
ジ
数

6●
自
然
減
に
負
け
な
い
人
口
増
加
へ
の
対
策
に

　

つ
い
て

１
番
議
席  

後
藤
紀
子 

議
員

ペ
ー
ジ
数

7●
生
活
イ
ン
フ
ラ
に
つ
い
て

●
地
下
水
問
題
に
つ
い
て

５
番
議
席  

加
藤
眞
人 

議
員

　
こ
の
記
事
は
、
通
告
順
に
掲
載
し
、
質
問
議
員
本
人
が
作
成

し
た
原
稿
を
議
会
広
報
常
任
委
員
会
が
編
集
し
た
も
の
で
す
。

　
な
お
、
掲
載
文
は
紙
面
の
都
合
で
要
約
（
約
五
〇
〇
文
字
）

さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
一
般
質
問
の
議
事
録
は
木
曽
岬
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
順
次
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　
一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
議
案
と
は
関
係
な
く

町
政
全
般
に
わ
た
っ
て
町
長
等
の
考
え
方
や
意
見

を
求
め
る
も
の
で
す
。

町ホームページ

≪議会放送に係る注意事項≫
この議会の放送（映像及び音声）は、木曽岬町議会の公式記録ではございません。
議会放送の映像、写真、音声、記事等の著作権は木曽岬町議会に帰属しますので、無断で複製・転用することは
できません。
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ここが聞きたい

一般質問
議会だより

古村　護議員2番議席

　
「
や
る
ね
！
木
曽
岬
」
を
キ
ャ

ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
令
和
６
年
度

か
ら
１０
年
間
の
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
第
６
次
総
合
計
画
が
策
定
さ

れ
、
新
た
に
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
中
、
人
口
戦
略
会
議

が
全
国
の
市
区
町
村
の
若
年
女
性

人
口
の
減
少
率
を
分
析
し
、
２
０

５
０
年
ま
で
に
三
重
県
で
は
県
内

１２
の
市
と
町
で
、
最
終
的
に
消
滅

す
る
可
能
性
が
あ
る
消
滅
可
能
性

自
治
体
と
し
た
分
析
を
発
表
、
北

勢
地
域
で
は
唯
一
木
曽
岬
町
と
示

さ
れ
ま
し
た
。

　

基
本
理
念
に
掲
げ
る
「
持
続
可

能
性
」、
先
人
が
築
き
育
ん
で
き

た
木
曽
岬
町
を
、
次
世
代
に
よ
り

良
い
姿
で
つ
な
い
で
い
く
取
組
み

を
よ
り
加
速
さ
せ
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
感
じ
ま
す
が
、
考
え
を
お

聞
き
し
ま
す
。

　

消
滅
可
能
性
自
治
体
に
つ
い
て

は
、
全
国
町
村
会
長
か
ら
総
務
省

に
対
し
て
要
望
書
が
提
出
さ
れ
、

「
自
治
体
の
努
力
だ
け
で
抜
本
的

な
改
善
が
図
れ
る
も
の
で
は
な

く
、
先
ず
は
、
国
全
体
と
し
て
抜

本
的
な
対
策
を
講
じ
て
い
く
必
要

が
あ
り
、
人
口
減
少
が
進
む
中
で

も
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
出
来

る
持
続
可
能
な
社
会
を
実
現
す
る

こ
と
。」
が
言
及
さ
れ
て
い
ま
す
。

私
も
同
じ
考
え
で
、
国
・
県
に
対

し
て
、
少
子
化
対
策
や
地
域
振
興

策
へ
の
財
政
支
援
の
強
化
な
ど
に

つ
い
て
訴
え
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、
令
和
６
年
度
か
ら
始

ま
る
第
６
次
総
合
計
画
を
策
定
し

ま
し
た
。「
や
る
ね
！
木
曽
岬
」

を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
３
つ

の
ま
ち
づ
く
り
ポ
リ
シ
ー
を
掲

げ
、
６
つ
の
基
本
目
標
と
基
本
目

標
に
付
随
す
る
２５
の
施
策
が
記
載

さ
れ
、
達
成
目
標
を
確
実
に
ク
リ

ア
し
て
い
く
こ
と
が
、「
次
世
代

に
よ
り
良
い
姿
で
つ
な
い
で
い
く

取
組
」
に
繋
が
る
も
の
と
考
え
て

い
ま
す
。

人々が住み続けたくなるまちを（町長）

総合計画が描く町の未来は

質問答弁
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思
い
切
っ
た
対
策
を
し
な
い
と

人
口
減
で
町
は
無
く
な
り
ま
す
。

今
後
ど
う
対
策
し
て
い
く
つ
も
り

か
。

　

地
方
自
治
体
と
し
て
国
に
対
し

て
具
体
策
を
求
め
、
国
と
地
方
が

し
っ
か
り
と
連
携
を
取
っ
て
出
生

率
を
高
め
、
社
会
全
体
で
子
育
て

世
代
を
支
え
て
い
く
こ
と
が
人
口

減
少
対
策
の
第
一
歩
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
都
市
公
園
の
補
助
金
も

あ
る
よ
う
で
す
が
、
こ
う
し
た
も

の
を
使
っ
て
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
一

環
と
も
言
え
る
「
大
き
な
公
園
」

を
作
る
考
え
は
あ
り
ま
す
か
。

　

町
内
に
お
い
て
大
き
な
公
園
を

整
備
す
る
予
定
は
ご
ざ
い
ま
せ

ん
。

　
木
曽
岬
町
内
だ
け
で
子
ど
も
を

増
や
す
と
い
う
の
は
も
う
不
可
能

に
近
い
。
他
の
町
と
人
口
を
取
り

合
う
し
か
な
い
。
い
か
に
し
て
取

り
合
っ
て
、
木
曽
岬
に
来
て
も
ら

い
子
ど
も
を
産
ん
で
も
ら
う
か
だ

と
思
う
。
ど
う
や
っ
た
ら
引
っ
張

れ
る
か
を
考
え
て
い
た
だ
き
た

い
。

　

木
曽
岬
は
昭
和
４０
年
代
の
後
半

か
ら
６０
年
代
の
前
半
に
か
け
て
、

一
気
に
住
宅
開
発
を
し
企
業
誘
致

も
し
ま
し
た
。
ほ
と
ん
ど

が
名
古
屋
か
ら
転
入

し
て
き
ま
し
た
。
そ

し
て
旧
の
人
口
よ
り
も

逆
転
し
て
、
７
２
０
０
人
ぐ
ら
い

ま
で
い
き
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
そ
れ
か
ら
３０
年
４０

年
経
っ
て
き
た
と
き
に
、
同
じ
よ

う
な
現
象
が
起
き
て
く
る
の
で

す
。
あ
の
時
代
の
こ
ろ
は
現
在
と

は
逆
に
、
朝
日
町
や
川
越
町
は
非

常
に
厳
し
い
時
代
が
続
い
て
い
ま

し
た
。
今
後
住
宅
開
発
を
と
い
う

こ
と
は
当
然
あ
り
ま
す
が
、
あ
の

時
代
を
ど
う
検
証
す
る
か
だ
と
思

い
ま
す
。

社会全体で子育て世代を支えていく（町長）

質問答弁

自然減に負けない人口対策は！？

後藤紀子議員1番議席

再質問再質問 再答弁

再答弁

未来を
見据え

た

住宅開
発をし

て

人を呼
ば

　なき
ゃ！！
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ここが聞きたい

一般質問
議会だより

加藤眞人議員5番議席

　
住
民
生

活
の
安
心

安
全
を
確

保
す
る
た

め
に
、
道
路
・
水
道
・
下
水
道
な

ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
は
日
常
生
活

の
基
盤
と
な
る
。
本
町
は
水
の
確

保
は
桑
名
側
よ
り
橋
を
使
っ
て
確

保
し
て
い
る
が
、
橋
の
水
管
に
異

常
が
起
き
た
場
合
、
水
の
確
保
が

難
し
く
な
る
た
め
三
重
県
側
だ
け

に
依
存
す
る
の
で
は
な
く
、
愛
知

県
側
と
も
協
力
体
制
を
考
え
る
べ

き
で
は
。
ま
た
、
町
に
お
い
て
水

道
耐
震
計
画
を
策
定
さ
れ
て
い
る

が
そ
の
復
旧
率
と
下
水
道
・
道
路

イ
ン
フ
ラ
に
対
す
る
点
検
予
防
措

置
は
。

　

町
の
水
道
は
桑
名
市
の
播
磨
浄

水
場
よ
り
木
曽
三
川
の
送
水
管
の

二
系
統
で
送
水
さ
れ
て
い
ま
す
。

愛
知
県
側
と
の
協
力
は
給
水
区
域

外
で
あ
る
か
ら
考
え
て
い
な
い

が
、
災
害
時
に
は
、
愛
知
県
に
協

力
を
求
め
る
可
能
性
は
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
水
道
管
の
耐
震
化
率

は
8.7
％
と
な
っ
て
お
り
、下
水
道
・

道
路
イ
ン
フ
ラ
に
つ
い
て
は
、
計

画
に
基
づ
き
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
木
曽
岬
町
に
お
い
て
、
地
下
水

の
上
昇
が
み
ら
れ
ま
す
。
木
曽
岬

町
は
田
畑
に
地
下
水
を
く
み
上

げ
、産
業
を
支
え
て
き
ま
し
た
が
、

地
盤
沈
下
問
題
か
ら
く
み
上
げ
規

制
が
始
ま
り
、
地
盤
沈
下
も
落
ち

着
き
ま
し
た
。
田
畑
で
自
噴
が
起

き
て
い
る
現
状
が
あ
り
ま
す
。
自

噴
の
現
象
と
木
曽
川
堆
積
土
と
の

関
係
が
あ
る
よ
う
に
み
え
ま
す
。

堆
積
の
増
加
と
と
も
に
自
噴
が
増

え
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
関
係
機

関
と
連
携
対
策
、
協
議
を
さ
れ
て

お
ら
れ
る
の
か
お
聞
き
し
ま
す
。

　
町
と
し

て
は
関
係

機
関
と
連

携
し
、
堆

積
土
の
推
移
や
自
噴
の
頻
度
及
び

噴
出
量
の
動
向
に
注
視
し
て
い
き

ま
す
。

災害時には、愛知県に協力を求める可能性はある（町長）

町民の生活安心安全！

地下水の上昇と木曽川の堆積土に因果関係はない（町長）

地下水に異変が！

答弁 質問

答弁 質問
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昨
今
、
三
重
県
の
市
町
で
コ
ミ

ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
の
交
通
系
Ｉ
Ｃ
カ

ー
ド
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。当
町
で
も
通
勤
、

通
学
で
利
用
さ
れ
る
方
も
多
く
い

ら
っ
し
ゃ
る
た
め
、
電
車
な
ど
と

相
互
利
用
で
き
る
交
通
系
Ｉ
Ｃ
カ

ー
ド
が
使
用
で
き
る
こ
と
に
な
る

の
は
大
変
に
利
便
性
が
上
が
る
こ

と
だ
と
思
っ
て
お
り
、
今
後
導
入

し
て
い
く
考
え
は
あ
る
の
か
お
聞

き
し
ま
す
。

　

全
国
を
見
ま
す
と
、
様
々
な
手

段
に
よ
り
公
共
交
通
バ
ス
の
キ
ャ

ッ
シ
ュ
レ
ス
化
が
進
め
ら
れ
て
お

り
、
当
町
に
お
い
て
も
キ
ャ
ッ
シ

ュ
レ
ス
化
に
よ
り
、
現
金
払
い
や

車
内
で
の
回
数
券
の
販
売
が
減
る

こ
と
で
、
運
転
手
の
負
担
軽
減
、

バ
ス
利
用
者
の
利
便
性
向
上
に
一

定
の
効
果
が
期
待
で
き
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
当
町
の
バ
ス
利
用
者
の

多
く
は
鉄
道
を
利
用
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
現
在
、
担
当
課
に
お
い
て
、

交
通
系
Ⅰ
Ｃ
カ
ー
ド
に
よ
る
簡
易

型
決
済
シ
ス
テ
ム
の
研
究
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
自
主
運

行
バ
ス
の
料
金
体
系
や
運
行
形

態
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
の
メ
リ

ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
、
シ
ス
テ
ム

の
導
入
や
ラ
ン
ニ
ン
グ
に
要
す
る

コ
ス
ト
な
ど
を
勘
案
し
、
地
域
公

共
交
通
会
議
の
意
見
も
い
た
だ
き

な
が
ら
、
当
町
に
最
適
な
決
済
シ

ス
テ
ム
の
導
入
に
つ
い
て
検
討
を

進
め
、
公
共
交
通
の
利
便
性
の
向

上
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

最適な決済システムを検討（町長）

質問答弁

交通系ICカードの今後は？

鎌田鷹介議員3番議席
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ここが聞きたい

一般質問
議会だより

　
当
町
の
自
主
防
災
組
織
は
、
避

難
所
の
開
設
や
運
営
を
想
定
し
た

訓
練
が
進
ん
で
い
な
い
の
が
現
状

で
す
。
組
織
と
し
て
機
能
し
て
い

る
所
は
少
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
自
助
と
公
助
を
つ
な
ぐ
役
割
の

重
要
性
を
共
有
し
て
、
今
後
ど
の

よ
う
に
育
成
し
て
い
き
ま
す
か
。

　

大
規
模
災
害
時
、
行
政
は
、
人

命
救
助
等
の
応
急
措
置
へ
の
対
応

が
中
心
で
、
地
域
に
入
る
こ
と
は

困
難
で
あ
り
、
発
生
直
後
の
避
難

所
の
開
設
・
運
営
は
、
地
域
住
民

の
迅
速
な
取
組
が
重
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、昨
年
３
回
の
勉
強
会
・

避
難
所
運
営
訓
練
を
行
い
ま
し

た
。
今
年
度
も
引
き
続
き
、
自
主

防
災
組
織

を
対
象
に

計
画
し
、

地
域
防
災

力
向
上
、

住
民
主
体

の
防
災
体

制
の
充
実

を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

　
災
害
が
発
生
し
た
場
合
の

支
援
窓
口
は
、
行
政
で
す
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
支
援
物

資
等
支
援
が
考
え
ら
れ
ま
す

が
、
現
在
の
職
員
体
制
で
大

丈
夫
で
す
か
。

　
大
規
模
災
害
発
生
時
に
、

迅
速
か
つ
的
確
に
、国
・
県
・

関
係
市
町
・
防
災
機
関
等
の

応
援
を
受
入
れ
る
た
め
、「
木

曽
岬
町
広
域
受
援
計
画
」
を

策
定
し
て
い
ま
す
。

　

受
援
計
画
に
基
づ
き
、
応
援
が

必
要
と
な
る
業
務
や
人
数
、期
間
、

人
的
支
援
ニ
ー
ズ
の
把
握
を
行

い
、
県
災
害
対
策
本
部
に
職
員
派

遣
の
応
援
要
請
を
し
、
人
員
を
確

保
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
継
続
し

て
本
受
援
計
画
の
見
直
し
を
し
て

い
き
ま
す
。

町民の意識の高揚を図ります（町長）

３割がノウハウ不足

受援体制の充実強化します（町長）

安心な町を

服部芙二夫議員7番議席

答弁 質問

答弁 質問

これで
大丈夫

？
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①
木
曽
岬
町
で
今
ま
で
何
軒
の
人

　

が
診
断
を
受
け
、
何
軒
補
強
工

　

事
を
さ
れ
た
か
。

　

診
断
が
進
ま
な
い
理
由
は
。

②
木
曽
岬
町
防
災
対
策
事
業
補
助

　

金
（
防
災
グ
ッ
ズ
購
入
）
の
進

　

捗
状
況
は
。

③
家
具
を
無
料
で
固
定
す
る
サ
ー

　

ビ
ス
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
そ

　

の
こ
と
を
町
民
に
も
っ
と
ア
ピ

　

ー
ル
し
て
は
。

①
木
造
住
宅
の
無
料
耐
震
診
断
に

　

つ
い
て
、
令
和
５
年
度
末
時
点

　

で
１
３
４
件
、
耐
震
補
強
工
事

　

は
１
件
で
す
。

　

耐
震
化
が
進
ま
な
い
主
な
理
由

　

と
し
て
、
補
強
工
事
に
多
額
の

　

費
用
が
か
か
る
こ
と
も
考
え
ら

　

れ
ま
す
。

②
申
請
件
数
は
３
件
で
す
。

③
７０
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
の
世

　

帯
な
ど
の
災
害
時
要
援
護
者
を

　

対
象
と
し
た
家
具
固
定
の
事
業

　

に
取
り
組
ん
で
お
り
、
こ
れ
ま

　

で
に
２２
件
実
施
し
て
い
る
と
こ

　

ろ
で
す
。

　

ま
た
、
様
々
な
媒
体
を
活
用
し

　

た
Ｐ
Ｒ
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま

　

す
。

　

耐
震
補
強
の
目
的
は
、
家
が
崩

れ
て
つ
ぶ
さ
れ
て
し
ま
う
リ
ス
ク

を
減
ら
す
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
逃

げ
る
時
間
を
稼
ぐ
た
め
に
行
う
も

の
で
も
あ
り
ま
す
。
家
を
守
る
の

で
は
な
く
、
命
を
守
る
た
め
に
行

う
も
の
だ
と
理
解
す
れ
ば
無
駄
で

は
な
い
。
耐
震
診
断
を
し
て
、
１

件
の
実
績
。
そ
の
理
由
は
、
多
分

工
事
費
が
高
い
か
ら
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
耐
震
補
強
に
い
く

ら
か
か
り
ま
す
か
。

　

補
助
金
が
出
る
と
こ
ろ
で
、
工

事
費
が
３
０
０
万
円
で
あ
れ
ば

国
、
県
、
町
で
補
助
金
が
１
０
０

万
円
出
て
、
個
人
の
負
担
が
２
０

０
万
円
に
な
り
ま
す
。

補助金があります（町長）

質問答弁

伊藤　守議員6番議席

再質問再答弁

木造住宅の無料診断を
してみてはいかがですか？
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５
期
目
立
候
補
に
つ
い
て
、
町

長
に
ズ
バ
リ
お
伺
い
い
た
し
ま

す
。
先
月
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す

が
、
県
町
村
会
役
員
改
選
に
お
い

て
引
き
続
き
副
会
長
を
引
き
受
け

た
と
の
新
聞
報
道
が
な
さ
れ
ま
し

た
。
副
会
長
職
は
何
期
か
お
引
き

受
け
に
な
ら
れ
た
と
記
憶
し
て
お

り
ま
す
。
そ
の
任
期
は
２
年
と
の

こ
と
で
す
が
、
来
年
度
の
町
長
選

挙
に
５
期
目
の
立
候
補
を
予
定
し

て
お
ら
れ
る
と
受
け
止
め
て
よ
ろ

し
い
で
し
ょ
う
か
。
町
長
の
お
考

え
を
お
聞
き
い
た
し
ま
す
。

　

三
重
県
町
村
会
の
役
員
の
任
期

満
了
は
６
月
４
日
で
あ
り
、
先
般

５
月
２
日
の
町
村
会
理
事
会
に
お

い
て
、
役
員
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
町
村
会
理
事
会
は
県
下
１５
町

の
町
長
全
員
に
よ
っ
て
構
成
さ

れ
、
会
長
、
副
会
長
、
監
査
委
員

全
員
が
再
任
さ
れ
、
任
期
は
６
月

５
日
か
ら
２
年
間
で
あ
り
ま
す
。

来
期
の
立
候
補
を
念
頭
に
お
引
き

受
け
し
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

今
は
令
和
６
年
度
が
ス
タ
ー
ト

し
た
ば
か
り
で
ご
ざ
い
ま
し
て
町

民
の
皆
さ
ん
の
暮
ら
し
を
守
り
、

　
魅
力
あ
る
明
る
い
元
気
な
町
を
目

指
し
、
任
期
中
議
員
の
皆
さ
ん
職

員
と
共
に
、
木
曽
岬
町
の
更
な
る

発
展
の
為
に
「
一
意
専
心
」、
町

政
の
推
進
に
全
力
を
傾
注
し
て

参
る
所
存
で
す
。

町の更なる発展につながる（町長）

質問

町長５期目立候補！？

ここが聞きたい

一般質問
議会だより

答弁

3 広報きそさき　2024.5.1

令和6年度 当初予算のポイント令和6年度 当初予算のポイント
3月の定例町議会において議決された令和6年度の当初予算の状況をお知らせします。

●令和６年度当初予算は、第６次総合計画に掲げる【すべての住民に優しい健康・福祉施策の充実】・【「学びのまち・
　木曽岬」の推進】・【次世代につなげる生活環境の充実】・【地域産業の持続的発展支援】・【緊急時対応への備え
　の充実】・【将来を見据えた行財政運営の推進】の６つの基本目標を柱として編成し、「やるね！木曽岬」を
　キャッチフレーズに、「小さくても明るく前向きな本町の特性を活かし、やる気のある人を応援し、もっと
　もっと住み続けたくなるまちづくり」を推進していきます。
●一般会計当初予算は36億6,500万円で、前年度比16.0％（5億500万円）の増となっています。
●会計全体７会計での予算規模は60億7,401万円で、前年度比12.1％（6億5,732万円）の増となっています。

会計別予算規模一覧

一般会計当初予算の推移

会計名
区分

一般会計

令和6年度予算額 前年度比増 減 額

特

別

会

計

企
業
会
計

※企業会計は、収益的支出と資本的支出の合計額を記載

特別会計合計

企業会計合計

合　計

国民健康保険特別会計

後期高齢者医療特別会計

介護保険特別会計

土地取得特別会計

下水道事業会計

水道事業会計

60億7,401万円 6億5,732万円

1億2,732万円

2,500万円 1.6％

17.6％

12.1％

▲7.9％

16.0％

19.8％

9.1％

0.0％─

5,400万円

3,200万円

▲6,100万円

5億500万円

8億5,141万円

▲819万円 ▲3.4％2億3,290万円

1億3,551万円 28.1％6億1,851万円

15億5,760万円

300万円

6億5,000万円

1億9,400万円

7億1,060万円

36億6,500万円

（億円）

（年度）

40

30

20

10

0
R2 R3

32.6

R4

29.2

R5

29.9

R6

36.7

31.6

人口減
少、

消滅可
能性

自治体

「やる
ね！ 木

曽岬」

キャッチ
フレー

ズ

　　　
　いい

ね

伊藤好博議員9番議席
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議会日誌

19日●北勢５町議長会総会（議長）

７日●土地開発公社監事会（監査委員）
10日●町村議会議長会理事会、県施設説明会（議長）
13日●例月出納検査（監査委員）
19日●文化協会定期総会（議長）
21日●全国町村議長、副議長研修会（議長、副議長）
22日●商工会総会（議長）
26日●木曽岬神社春季例祭、農上祭
27日●桑名広域清掃臨時会（議長）
　　●桑名・員弁広域連合臨時会（副議長）
29日●四日市市正副議長来庁（議長）
30日●議会運営委員会
31日●青少年育成町民会議総会（議長）

2024 月4 2024 月6
１日●小学校運動会
５日●第２回定例会開会日
　　●議員懇談会
　　●桑名地域生活安全協会総会（議長）
10日●例月出納検査（監査委員）
12日●第２回定例会一般質問日
　　●議員懇談会
14日●第２回定例会閉会日
　　●議員懇談会
　　●行政視察
24日●桑名広域清掃監査（議長）
28日●議会広報常任員会

３日●議会広報常任員会
４日●木曽三川期成同盟会通常総会（議長）
10日●議会広報常任員会

2024 月5

2024 月7

合計（交付確定額）

調査研究費

広報広聴費

資料購入費

後藤紀子項 目 議員名 古村　護 鎌田鷹介 加藤眞人 伊藤　守 伊藤好博三輪一雅

0

0

0

0

26,400

0

0

26,400

120,000

0

30,000

90,000

－

－

－

－

8,000

0

8,000

0

5,000

0

5,000

0

－

－

－

－

－

－

－

－

服部芙二夫

政
務
活
動
費

令和5年度
木曽岬町議会政務活動費

１．政務活動費交付申請書の提出がない場合は、「－」で標記しています。
２．政務活動費の内訳（経費項目等）

項目

調査研究費
議員が行う町の事務及び地方行財
政に関する調査研究並びに調査委
託に要する経費

資料購入費 政務活動のための図書、資料の購
入等に要する経費

広報、広聴費

・町政報告及び政務活動報告などの広報誌発刊に係る経費
　（印刷製本費、発送代、新聞折込料）

・報告会のための会場借上料、研修会への参加費
　（旅費は、調査研究費に準ずる。）

・公共機関が利用できない場合のタクシー代
　（路線バスがないなどの明確な理由が必要）

・公共機関の交通費

・施設入館料（観光と思われるような施設利用は認められない。）
・セミナー受講料（行財政に関わるもの）

・図書全般（雑誌含む。）
・有料データベース利用料（明確な政治目的が必要）

・国内に限る

議員が行う活動又は町政について
住民に報告するために要する経費
及び議員の活動又は町政に対する
住民からの要望や意見の聴取、住
民相談等の活動に要する経費

内容 支出経費
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様々なサイズの発電機を所有様々なサイズの発電機を所有

　令和6年6月14日（金）に木曽岬町と「災害時におけるレンタル資機材の提供に関する協

定書」を締結している株式会社アクティオの物流と防災、2つの拠点となる、三重いなべテ

クノパーク統括工場に行ってきました。

　三重いなべテクノパーク統括工場は、全国約50の工場のなかで最大敷地面積を誇る工場で、

株式会社アクティオが取り扱うほぼすべての機械の整備を担う東海エリアと西日本の物流拠

点となっています。愛知・岐阜・三重の東海3県において中心的な立場であることから、災

害に強い拠点として優れたBCP機能をもっており、非常用電源供給など、たとえインフラ

供給が停止しても工場機能が停止しない設備も兼ね備え、「安全・安心」な拠点施設となっ

ているので、その設備や取り組みなどを拝見させていただいたものです。

議 員ト ピ ツ ク ス

行 政 視 察

復旧に活躍できる作業車も多数所有復旧に活躍できる作業車も多数所有

能登地震の時には2日後に物資を運んだとのこと 水中ポンプは木曽岬にとって生命線となる機材能登地震の時には2日後に物資を運んだとのこと 水中ポンプは木曽岬にとって生命線となる機材
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L. 120
き
そ
さ
き

の

各議案の賛否

　審議の内容は、木曽岬町議会会議録（福祉・教育センター２階、議会図書室にて公表）でご覧いただけます。
　また、役場ホームページでも議事録を順次公開しております。

第２回定例会議案等の審議結果です。
　●第２回定例会審議結果　・・・　全議案全会一致で可決。

編
　 

後
記

集
　

梅
雨
空
の
う
っ
と
う
し
い
季

節
で
す
が
、
去
る
６
月
５
日
よ

り
６
月
１４
日
の
１０
日
間
の
日
程

に
よ
り
、
第
２
回
木
曽
岬
町
議

会
定
例
会
が
開
会
さ
れ
、
承
認

１
件
、
議
案
６
件
、
報
告
４
件
、

並
び
に
発
議
１
件
の
議
案
が
慎

重
に
審
議
さ
れ
、
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

　

皆
様
に
は
日
頃
よ
り
議
会
活

動
に
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い

た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
町
民
の
皆
様

に
寄
り
添
っ
た
議
員
活
動
に
心

が
け
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

　

こ
こ
に
第
１
２
０
号
の
議
会

だ
よ
り
を
お
届
け
し
ま
す
。

　

紙
面
へ
の
ご
意
見
・
ご
感
想

な
ど
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

議
会
広
報
常
任
委
員
会
一
同

議会をぜひ、傍聴にきてください。
　議会は、どなたでも傍聴することができます。皆様の生活に直結
した重要な問題が審議されます。お気軽にお越しください。
　本会議の当日、議場入口で傍聴の受付をしています。

　なお、各日程等は変更する場合もございますので、お手数ですがホームページ
または議会事務局までお問合わせいただきますようお願いいたします。

みなさまのご意見を
募集しています。

　議会に対して、普段、感じていること、疑問に
思うこと。また、要望など、どのような内容でも結
構です。ご意見、ご質問をお寄せください。

提 出 先

議会広報常任委員会（議会事務局）

E-mail：gikai@town.kisosaki.mie.jp

TEL68-6108
FAX66-3111

次回、9月定例会、本会議の予定です。
●9月　2日㈪　午前9時　 開会、議案上程
●9月　5日㈭　午前9時　 教育民生常任委員会
●9月　9日㈪　午前9時　 総務建設常任委員会
●9月12日㈭　午前9時　 一般質問
●9月17日㈫　午前9時　 議案採決、閉会

傍聴者 声の

定例会を傍聴して頂きありがとうございました。第２回定例会を傍聴された方は８名でした。
毎回、定例会では傍聴アンケートをお願いし、議会運営の参考とさせていただいております。
今後ともご理解ご協力をお願いいたします。

●議場が寒い。クールビズ対応をするのではないのか。
　○クールビズ対応はしていますが、空調の温度調整が難しい所があります。
●マイクを通して大きな声で話をしてほしい。
　〇次回の議会にご期待ください。
●議案質疑がもっと活発化されるとよい。
　○鋭意対応していきます。
●追認機関にならない。
　○ありがとうございます。


